





























れ評している。が、果たして『蹴りたい背中』に描かれる世界は、そう容易く せるほどに、閉塞的で内向的なものだろうか。ハツの目を通した学校という場は、読者にどこか山田詠美『風葬の教室』を想起させ、虐めこそ存在しないもののマイノリティを排除する生徒たちの集団性を問う。こ に、現代の閉塞的で凡庸な高校生活を描いたに過ぎないなどと言い切れぬ、文学性を見出すこと 出来は ないだろうか。　
しかし、語り手（＝ハツ）はハツを甘やかしはしない。読者は、生徒
たちの集団に鋭い眼差しを向けるハツと出会ったかと思いきや、風に飛ばされた紙屑を拾 「気怠さのか らもなくて」 「何をやってもうまくいかない」彼女を目の当たりにする。後者のハツからは、 「いかに 自分から孤独を選んだ、と ふうに見えるように」虚勢を張る幼さが窺え、それは読者にもひしひしと伝わる形で描かれる。解説で斎藤美奈子は、ハツについて、 「一人だから、誰もかまってくれな から、小さな音やアップの映像やかすかな匂いに、おのずと注意が向い しまう」のだと指摘し、 「 「シカト」や「イジメ」とい わかりやす 言葉で説明したくない」がために、 「重く悲惨で逃げ場のな 状況を「強がり」 よってわざとはぐらかしている」のだと述べ
る（３）
。しかし、ハツの虚勢は、
斎藤美奈子のいう「強がり」とはまるで異 る。グループへの参加を断るハツに対し、絹代の言う「ひがむの めて と、同質の見当違いさが、そこにはある。ハツは個が失われる集団化を避け いがため 「同じ溶液に浸かってぐっ り安心 することを自 拒否しているのだ。そのため、ハツが集団化を拒まなかった場合も同様に、彼女が集団から避けられ かと言えば、必ずしもそう は言えまい。また ハツはこ 現状を客観的に良く理解してい 加不足なくそ 重さ ままで状況を把握しており、そのため彼女の虚勢は、自らに向いた強がりなどでは
なく、他者の目に映る自己への虚勢なのである。　
集団化を厭い、これほどまでに教室という小社会を鋭く見詰めるハツ








毎日の朝食を無印良品のコーンフレークの試食で済ませてい 。 「今よりも周りに無頓着で、それゆえ強か 頃」と、ハツは当時のことを顧みるが、彼女 は学校という場が全てであり学外 社会における羞恥を忘れがちな中高生の性質が窺える。学校で集団化し安堵することで自己の真の力や個性を見失い、学校の一歩外に出 と彼らは時に自らの非力さを痛感する。オリちゃんとの出会いは、ハツ と てまさ そうであった。オリちゃんとカメラマンの男は大人のおふざけ コーンフレークを食べさせるのだが、ハツが今日まで口にしていた はあくまで真剣な朝食であって、おふざけで なかったのである。彼らにとって試食を摘むことは、恥ずかしいという認識のもとに行うおふざけで
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を認識し、それゆえに孤立を恐れない 得たのである。また、にな川への特殊な欲望を持つことが、個 してのアイデンティティの形成を導き、そうした強さに結び付いたのだろう。にな川の、オリちゃんへ執着が同様であっ よう 。　
背を蹴りたいという欲望は、幼い自身を想起させるがゆえの蔑みや、
周囲に無頓着であるからこその強さへの羨望、ハツの心理的 支えとなり得る効果など、あらゆる意を孕んでいた。背を蹴る で ハツはその足の裏に、自身の存在を確かめていたのかもしれない。
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〈付記〉本文引用は、綿矢りさ『蹴りたい背中』 （河出書房新社、二〇〇三 ・ 八）
に拠る。
